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木曽地域の高校の将来像を語り合う会 会議録（発言要旨） 

 

令和元年８月３０日（金） 午後６時００分 

木曽町文化交流センター 大会議室 

 

出席者 

 学校関係者（小中学校ＰＴＡ代表者、中学校長）６名 

１ 開会 

２ 自己紹介 

３ 日程及びねらい 

４ 高校改革～夢に挑戦する学び～ 県教委～説明 

５ 高校の状況ついて 木曽青峰高等学校、蘇南高等学校からの説明 

６ 意見聴取 

○出席者 少子化がこんなにも進んでいることに認識不足がありまして、今の状況に

愕然として、認識の甘さを痛感しているところであります。基本的には高校を考え

ていく上で、地域の子供たちがその地域の高校に通えるのが一番いいと思っており

ますが、２０３０年までに１５５人まで中学校の卒業生が減ってしまうという現状

を見ると、将来的には木曽地域の２校存続ということも危ういのではないかと痛感

をしております。 

 将来的に木曽地区で高校が１校になるのも、やむなしと考えますが、その中でも

蘇南高校がやっている総合学科は、１年生は全て普通科に入学して、２年目までい

ろんな経験を生徒たちにさせて、その中から自分の進路に合った選択をして専門課

程へ移行できる形が望ましいと思っております。そうしたほうが少人数授業になっ

たりして、いろんなことが探求できると考えています。 

 仮にそういう１校体制になったとすれば、木曽青峰高校、蘇南高校ともに歴史が

ある学校ですが、それに縛られていたら何も進まないので新しい校舎を建設してい

ただきたい。 

○出席者 自分が高校生だったときは、近くにある高校に入って、その後進学するな

り、就職するなりというのが普通だったが、今は自分のやりたいことがあれば郡外

へいってもいいというところも普通になってきているので、魅力のある高校になる

ということもすごく大切ということを感じます。 

 都市部は人数もいるので、いろんな選択ができるところがあると思いますけれど、
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中山間地、特に過疎地については、選択できる幅すらもない状態になっているので、

自分たちで考えてやれるという幅広い教育ができる場所があることが大事かと思い

ます。親としては子供たちに楽しく学校へ通ってもらいたいという願いがあるので、

楽しく通える高校であってほしいと思います。 

○出席者  木曽地域、一昔前でしたら山林、林業が営みであったものが、ここ

１００年たたないうちに、これだけ衰退してしまった。 

 木曽も一昔前は１１町村あったのが今は６町村。面積的には四国の香川県に匹敵

するような面積になるわけです。それを１つの高校にまとめるというふうになると、

１時間でも１時間半でもかけて通学しなければならない。 

 １つの高校へ通わなければいけないということになると、それだけの負担がかか

る。ＡＩ、インターネットがこれだけ普及してきましたので、インターネットを

使って卒業の資格が得られるといった観点も考えていただいて、僻地に住んでいる

人でも、平等な学習を考えていただければと思います。 

○出席者 木曽の２つの高校は、普通科高校の特色も出さなければいけないし、専門

高校の特色も出さなければいけないという、大変難しい教育課程をつくってやって

いただいていると思っています。その良さをどのように広げてわかってもらうかが

今後の大きな課題と思っています。先日、蘇南高校のホームぺージを見させていた

だきましたが、校長先生自らブログを毎日のように書いておりまして、そういうこ

とがもっと広がって青峰高校や蘇南高校の良さが伝われば、木曽の外からも入って

きてくれるのではないかと思います。 

 仮にこの２校が再編によって１校にまとめられてしまうと、これは大変困ると

思っております。青峰がなくなってしまったら、木曽町中は塩尻か松本に行くか、

蘇南高校に行くかということで、これは距離がありますし、蘇南高校がなくなって

しまうということになると、その地域の子供たちが県外に流出する可能性が大変高

くなると思います。地元の子供を地元で面倒が見れないというシステムが何とかな

らないかなと思います。なので、ぜひ２校体制は維持をしてもらいたいと思ってお

ります。 

 これは１つのアイデアですけれど、中高一貫校が今、県下に幾つかあるすけれど

も、附属中学をつくって高校にそのまま上がるパターンの一貫高校ではなく地域の

中学校が簡単な試験によって高校に入ることができる、地域連携型という中高一貫

型もあります。そのシステムを入れ、例えば木曽町中学校の子供たちが、簡単に試

験をするだけで青峰高校に入るというと、７割の進学率がこれが８割５分くらいに



― 3 ―  

なることもないことはないのではと思います。 

○出席者 ３点ありまして、１つは木曽の地理的な条件から、２校は可能な限り地域

としては残して欲しいと考えております。理由としては、子供たちの学びの場の保

証ということが大前提なので、やはり選べるというのが生徒たちに非常に大きいこ

となので、ぜひ２校はあって欲しいと思っております。 

 それから２点目。生徒と保護者がどんなニーズを持っているのかということをリ

サーチしてみる必要があると思います。少子化が進んで子供の人数がかなり少なく

なってきているので、どういうニーズを持っているかというのをリサーチしたり、

それに応える、生徒が行きたい、保護者が行かせいたいという教育課程を組んでい

く必要があると思っております。文系上位生の受け皿を普通科の中でも何かコース

制とか、特別進学とか考えていく必要があると思います。 

 それから３点目、木曽地域の課題を生徒たちにも学んでほしいし、よさも学んで

ほしいし、その両面を小中高の中でしっかり学んで、木曽のよさ、木曽の課題を将

来にわたって考えていくような素地をつけていく必要があると思いますので、地域

と密着した内容というものをしっかり扱って、将来一旦木曽から出ることはあるか

もしれませんけれども、大人になって戻ってきたいと思う根っこは、小中高の学習

の中、御家庭の中にあると思いますので、そういうものは大事にしていってほしい

と感じております。 

○出席者 学校の存在が地域に及ぼす影響について、その地域に学校があるというこ

とがどれだけ地域にとって大事なことかということを共通認識をもって言う必要が

あると思います。とりわけ高校は、社会への出口の一端を担うことを考えると、そ

の地域に高校があるかないかということが地域の経済的な活性化と大きく直結する

と思います。２校ある高校が１校なくなるということになると、その地域の経済的

な地盤沈下はかなりな影響があるのではということを考えると、これからの木曽郡

のことを考えれば、どうしても高校が２校あってほしいという思いがあります。 

 また、木曽郡の地理的な特徴としては、南北にとても長いので、１つの学校に

なってしまったために、なくなった側の地域の子供たちがどんな不利益をこうむっ

てしまうのかということも、しっかり考えていく必要があると思います。 

 その上で、この春に卒業した今の高校１年生の動向がとても気になっています。

青峰高校も蘇南高校も入学生徒数がすごく減ったと思います。校長会が把握してい

る範囲だけでも郡外、県外に流出した生徒数は６０名を超えています。この子供た

ちが青峰、もしくは蘇南に全員入っていたら、雰囲気も変わると思うけれども、ど
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うしてその子供たちは郡外、県外に行ったのかということをよく考えてみる必要が

あるのではないかなと思います。 

 ２点質問をお願いします。先ほどの県から説明のあった特色や魅力ある普通科に

ついて、具体的にはどのようなことを考えているかということが１つと、研究指定

校を設けて進めていますという件について、青峰高校が高度産業教育推進校という

ことになっているという話がありましたけれども、この研究指定校の結果を受けて、

県で方向性を出していくのはいつごろになるか。 

○県教育委員会 私どもが考えていることとすれば、一律普通科ということで、ただ

普通科目を均等にやるということではなくて、例えば地域で維持していきたい伝統

芸能みたいなものをその学校の教育活動の中に位置づけて、地域とともにそういう

担い手を育てていくとか、伝統産業とか、そういったあり方を各校で考えて打ち出

してもらいたいと考えているところです。普通科の中にもいろんなバリエーション

があっていいし、子供たちにはそういう中から選択できるような、環境が整えられ

ていけばと考えています。 

 研究指定校の期間でありますが、現在、木曽青峰を指定して研究開発プログラム

というものを本年度つくっていただいて、年度末にはまたさらに実践校というもの

を指定する予定でおります。研究校が実践校に移行するというような、普通に考え

ればそういう形になるかと思うんですけれど、その研究開発計画に基づく期間とい

うのは５年ぐらいを想定しているとお答え申し上げておきます。 

７ 意見交換 

○出席者 サテライト校という言葉を県でよく使うようになりました。簡単に言うと

分校とは違う感じ。そのサテライト校にするメリットとか、何で今まであった学校

がサテライト校に変わるのか。それをやることによってどんなメリットがというこ

とを教えてもらいたい。 

○県教育委員会 サテライト校というのは、６月の県教委の定例会に、現在の望月高

等学校を通信制のサテライト校とするという計画を付議して承認された、その中に

出てきている言葉です。望月高校は来年度末で閉校を決めているんですけれど、そ

の施設、設備を活用した形で通信制のサテライト校にする。その定義というのは、

分校とは異なります。サテライト校というのは、あくまでも本校の分教室というよ

うな位置づけで、本校とは別の場所に置くというようなところです。 

 そのメリットなんですが、そこに通信制の教室ができることによって、その利便

性を図るというか、本校に行かずに学べる場所ができるというような、そういうメ
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リットは生徒に対してはあると思います。 

 このサテライトという言葉を使っているのは今望月だけなんですけれども、ＩＣ

Ｔとかそういったものを導入して、先進的な学びをしたいということで、遠隔地に

おいてインターネット等を利用した学習もサテライトでは行う予定で、新しい取り

組みの１つのモデルケースにできると考えているところです。 

○県教育委員会 先ほど幾つか御発言いただいた中で、各校のよさ、また木曽郡の子

供たちや保護者に伝わるようにというようなお話もあったんですが、今日は学校の

校長先生、教頭先生見えているので、こんなふうに地域に伝える手だてもおもしろ

いのではないかとか、そういうのも学校にとっては参考になるんじゃないかと思う。 

 それから、木曽地域のよさとか、同時に存在する課題を子供たちに学んでほしい

という願いが何人かの方から出てたんですが、それを高校で、小中高とのつながり

も含めてですけれども、どんなことをどんなふうに教えることが考えられるかとい

うことを出していただけると参考にできるのではないか思います。 

○出席者 木曽町中学校ですが、この夏休みの終わりごろを使いまして、青峰の理数

科の生徒を補習の講師として学校にお招きして、宿題の面倒を見てもらったりとか、

そういうことをやっていただきました。高校生の本来の力をこちらに来て発揮でき

るような、学校の中に自然に入れていく、そういうレベルでの中高の交流、子供た

ちの交流ができるということが高校に興味を持ってくれると期待しています。 

 例えば部活でも高校生が一緒にやってくれる、指導してくれるようなことがあっ

てもいいという、そういう地域レベルでの、狭い地域でもそういう交流が高校のよ

さを伝えることのきっかけになる、興味を持つきっかけになると思います。 

○蘇南高校 南木曽中学校の顧問、それから蘇南高校の顧問が個々に連絡がとれるよ

うにしてあります。南木曽中学校で行っていた部活動を例えば合同部活でやってみ

るかというような話は出ています。 

 それから、南木曽町に小中高１校ずつですので、保育園まで入れて保小中高の職

員が交流をしています。具体的には年２回の研修会を持っております。そこから、

生まれてきたのが、高校の合唱コンクールに小学校あるいは中学校が来て、合唱を

披露していただくというようなことも実現しております。 

○出席者 生徒、保護者のニーズに応えるという意味で、親が我が子を行かせたいと

いうのは、木曽においてどういう学びの場のある高校なのかを親に直接聞くという

ことも大事かなと。 

 例えば中学校区での何らかの場での意見を聞く場とか、中学生の保護者へのアン
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ケート、例えば今保育園とか幼稚園の親の皆さんに、１０年後自分の子供たちがど

ういうところに通わせたいか、どういう願いを持っているかを吸い上げていく。そ

れをしないと結局、よかれと思ってやったことに、ずれがあって、結果として外に

出てしまうのは、どういうところにあるのかということを考えていくようなことも

必要です。 

○出席者 親の立場からみて、高校を選ぶということなんですが、基本的には子供が

行きたい学校、この学校に行きたいという意思があれば、それは尊重してやりたい

というのがどの御両親でもそうじゃないかと思います。 

 学校の中でどういう目的でということが子供も十分把握できていないと思うんで

すね、その学校に入学してみないと。その中でも子供がこの学校に行きたいなとい

うことであれば、それを尊重してあげたい。一番大事なのは学校生活が楽しくなけ

れば、本人も学校に通うのが嫌になってしまうと思うので、一番は本人の意思だと

思います。 

○出席者 先ほど見えないところを予想して子供たちを入れていくというところで、

そういうところでは親としては不安も強くなったりしますし、また、自分たちが

通っていたときとは高校の姿も変わってきていると思うんですけれども、そういっ

た意味では、地元に高校があれば何となく様子を知ることができる。例えば文化祭

とかで一般開放日があって、そういったときに子供たちと一緒に行ったりとかする

中で高校の様子を知ることができたりだとか、高校でやっている活動を知ることが

できたりというところで、高校自体も見える化というか、オープンにしていただけ

ると、親としてもこういうことをしているからこそ、こういうところに入れてあげ

たいなと思えてくるのかなということをお話を聞きながら思いました。 

 いきなり県外のところに行きたいとか言うと、親の不安、心配は尽きないと思う

ので、そういった意味での地元の強みというところは、あるということを感じまし

た。 

○木曽青峰高校 青峰の場合ですと、科が４つありますので、入る前にどの科で学び

たいのか、普通科であれば入った後の進路に関してもまだ考えようという感じなん

ですが、森林科、インテリア科、理数科に関しては、特殊コース、体験入学で実際

に授業に入ってもらいます。インテリア科だったら何か簡単なものを作業してつ

くったりとか、理数科も文系の生徒もいるので、授業を実際に体験してもらい、ま

だ中学生、本当にこの科でいいのかなと迷っているところを少しでもお手伝いがで

きたらなと考えています。 
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○蘇南高校 蘇南高校は7月の下旬、夏休みに入ったところで体験入学を実施しまし

た。１つはやはり授業です。６０分の授業を２時間、選べるようにしている。、英

語、数学から始まって、本校は工業、商業とありますので、そういったところを選

ぶ。全体説明で総合学科とはどういうものであるか、そんな話もする。 

 そして、午後は部活動を見学して、学校の中をくまなく見てもらう。その部分で

も我々職員が案内するのではなくて、本校の生徒が中学生を案内するというところ

で本校の生徒の様子も見てもらえると思ってやっております。 

閉 会 


